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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月26日(2014.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）プロピレン由来の骨格含有量が５０ｍｏｌ％を超え、且つ１９０℃で測定した溶融
粘度が
１００，０００ｍＰａ・ｓ以下である低粘度プロピレン系ベースポリマー５０～９９重量
％と、
（Ｂ）変性プロピレン系エラストマー１～５０重量％
から構成される樹脂組成物（ここで、成分（Ａ）および成分（Ｂ）の合計量は１００重量
％である。）であって、
成分（Ｂ）が、ＤＳＣにより測定される融点（Ｔｍ）が１２０℃以上であるポリプロピレ
ン（Ｂ１）０～４０重量％、並びにＤＳＣにより測定される融点が１２０℃未満または融
点が観測されない、プロピレンとエチレンと必要に応じて炭素数４～１０のα－オレフィ
ンとからなる共重合体（Ｂ２）６０～１００重量％からなる樹脂組成物（Ｂ'）（ここで
、成分（Ｂ１）および成分（Ｂ２）の合計量は１００重量％である。）を変性して得られ
る変性樹脂組成物であることを特徴とする樹脂組成物。
【請求項２】
　前記成分（Ａ）が、プロピレン由来の骨格含有量が５０ｍｏｌ％を超え、エチレンおよ
び炭素数４～８のα－オレフィンからなる群より選択される１種以上に由来する骨格含有
量が５０ｍｏｌ％未満であるプロピレン単独重合体、二元共重合体または三元共重合体で
あり、１９０℃で測定した溶融粘度が２，０００～５０，０００ｍＰａ・ｓを満たすこと
を特徴とする請求項１に記載の樹脂組成物。
【請求項３】
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　前記成分（Ａ）が、プロピレン単独重合体であることを特徴とする請求項２に記載の樹
脂組成物。
【請求項４】
　前記成分（Ｂ）が、前記成分（Ｂ'）に炭素数３～１０の不飽和カルボン酸、その酸無
水物およびそのエステルからなる群から選ばれる少なくても一種の化合物をグラフト重合
して得られる変性プロピレン系エラストマーであることを特徴とする請求項１～３のいず
れかに記載の樹脂組成物。
【請求項５】
　前記成分（Ｂ）が次の要件（R-1）および要件（R-2）の一つ以上を満たすことを特徴と
する請求項１～４のいずれかに記載の組成物。
（R-1）ＡＳＴＭ　Ｄ２２４０に記載の方法で測定した表面硬度（ショアーＤ）が４０以
下である。
（R-2）変性により導入された極性基の含有量が、０．０１～１０重量％の範囲である。
【請求項６】
　前記した樹脂組成物（Ｂ'）が、ポリプロピレン（Ｂ１）５～４０重量％、およびＤＳ
Ｃにより測定される融点が１２０℃未満または融点が観測されない、プロピレンとエチレ
ンと炭素数４～１０のα-オレフィンとの三元共重合体（Ｂ２）６０～９５重量％からな
る樹脂組成物（Ｂ'）（ここで、成分（Ｂ１）および成分（Ｂ２）の合計量は１００重量
％である。）であることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の樹脂組成物。
【請求項７】
　前記成分（Ｂ２）が、プロピレン由来の構成単位を４５．０～８９．０モル％、エチレ
ン由来の構成単位を８．０～２５．０モル％、および炭素数４～２０のα-オレフィン由
来の構成単位を１．０～３０．０モル％量を含むプロピレン・エチレン・α-オレフィン
共重合体（ここで、プロピレン由来の構成単位、エチレン由来の構成単位および炭素数４
～２０のα－オレフィン由来の構成単位の合計は１００モル％である。）であることを特
徴とする請求項１～６のいずれかに記載の樹脂組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の樹脂組成物を含んでなるホットメルト接着剤。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
〔１〕（Ａ）プロピレン由来の骨格含有量が５０ｍｏｌ％を超え、且つ１９０℃で測定し
た溶融粘度が１００，０００ｍＰａ・ｓ以下である低粘度プロピレン系ベースポリマー５
０～９９重量％と、（Ｂ）変性プロピレン系エラストマー１～５０重量％から構成される
樹脂組成物（ここで、成分（Ａ）および成分（Ｂ）の合計量は１００重量％である。）で
あって、
成分（Ｂ）が、ＤＳＣにより測定される融点（Ｔｍ）が１２０℃以上であるポリプロピレ
ン（Ｂ１）０～４０重量％、並びにＤＳＣにより測定される融点が１２０℃未満または融
点が観測されない、プロピレンとエチレンと必要に応じて炭素数４～１０のα－オレフィ
ンとからなる共重合体（Ｂ２）６０～１００重量％からなる樹脂組成物（Ｂ'）（ここで
、成分（Ｂ１）および成分（Ｂ２）の合計量は１００重量％である。）を変性して得られ
る変性樹脂組成物であることを特徴とする樹脂組成物。
〔２〕前記成分（Ａ）が、前記成分（Ａ）が、プロピレン由来の骨格含有量が５０ｍｏｌ
％を超え、エチレンおよび炭素数４～８のα－オレフィンからなる群より選択される１種
以上に由来する骨格含有量が５０ｍｏｌ％未満であるプロピレン単独重合体、二元共重合
体または三元共重合体であり、１９０℃で測定した溶融粘度が２，０００～５０，０００
ｍＰａ・ｓを満たすことを特徴とする前記〔１〕に記載の樹脂組成物。
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〔３〕前記成分（Ａ）が、プロピレン単独重合体であることを特徴とする前記〔２〕に記
載の樹脂組成物。
〔４〕前記成分（Ｂ）が、前記成分（Ｂ'）に炭素数３～１０の不飽和カルボン酸、その
酸無水物およびそのエステルからなる群から選ばれる少なくても一種の化合物をグラフト
重合して得られる変性プロピレン系エラストマーであることを特徴とする前記〔１〕～〔
３〕のいずれかに記載の樹脂組成物。
〔５〕前記成分（Ｂ）が次の要件（R-1）および要件（R-2）の一つ以上を満たすことを特
徴とする前記〔１〕～〔４〕のいずれかに記載の樹脂組成物。
（R-1）ＡＳＴＭ　Ｄ２２４０に記載の方法で測定した表面硬度（ショアーＤ）が４０以
下である。
（R-2）変性により導入された極性基の含有量が、０．０１～１０重量％の範囲である。
〔６〕前記した樹脂組成物（Ｂ'）が、ポリプロピレン（Ｂ１）５～４０重量％、および
ＤＳＣにより測定される融点が１２０℃未満または融点が観測されない、プロピレンとエ
チレンと炭素数４～１０のα-オレフィンとの三元共重合体（Ｂ２）６０～９５重量％か
らなる樹脂組成物（Ｂ'）（ここで、成分（Ｂ１）および成分（Ｂ２）の合計量は１００
重量％である。）であることを特徴とする前記〔１〕～〔５〕のいずれかに記載の樹脂組
成物。
〔７〕前記成分（Ｂ２）が、プロピレン由来の構成単位を４５．０～８９．０モル％、エ
チレン由来の構成単位を８．０～２５．０モル％、および炭素数４～２０のα-オレフィ
ン由来の構成単位を１．０～３０．０モル％量を含むプロピレン・エチレン・α-オレフ
ィン共重合体（ここで、プロピレン由来の構成単位、エチレン由来の構成単位および炭素
数４～２０のα－オレフィン由来の構成単位の合計は１００モル％である。）であること
を特徴とする前記〔１〕～〔６〕のいずれかに記載の樹脂組成物。
〔８〕前記〔１〕～〔７〕のいずれかに記載の樹脂組成物を含んでなるホットメルト接着
剤。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　以下、本発明について具体的に説明する。
　発明の樹脂組成物は、ポリオレフィン系基材のみならず金属に対しても良好な接着力を
示すという点において、（Ａ）プロピレン由来の骨格含有量が５０ｍｏｌ％を超え、且つ
１９０℃で測定した溶融粘度が１００，０００ｍＰａ・ｓ以下である低粘度プロピレン系
ベースポリマー ５０～９９重量％、好ましくは６０～９８重量％、より好ましくは７０
～９７重量％、特に好ましくは７５～９５重量％、（Ｂ）変性プロピレン系エラストマー
 １～５０重量％、好ましくは２～４０重量％、より好ましくは３～３０重量％、特に好
ましくは５～２５重量％から構成される樹脂組成物（ここで、成分（Ａ）および成分（Ｂ
）の合計量は１００重量％である。）であって、成分（Ｂ）が、ＤＳＣにより測定される
融点（Ｔｍ）が１２０℃以上であるポリプロピレン（Ｂ１）０～４０重量％、並びにＤＳ
Ｃにより測定される融点が１２０℃未満または融点が観測されない、プロピレンとエチレ
ンと必要に応じて炭素数４～１０のα－オレフィンとからなる共重合体（Ｂ２）６０～１
００重量％からなる樹脂組成物（Ｂ'）（ここで、成分（Ｂ１）および成分（Ｂ２）の合
計量は１００重量％である。）を変性して得られる変性樹脂組成物である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１３】
２．変性プロピレン系エラストマー（Ｂ）
　本発明の樹脂組成物に係る変性プロピレン系エラストマー（Ｂ）は、ＤＳＣにより測定
される融点（Ｔｍ）が１２０℃以上であるポリプロピレン（Ｂ１）０～４０重量％、並び
にＤＳＣにより測定される融点が１２０℃未満または融点が観測されない、プロピレンと
エチレンと必要に応じて炭素数４～１０のα－オレフィンとからなる共重合体（Ｂ２）６
０～１００重量％からなる樹脂組成物（Ｂ'）（ここで、成分（Ｂ１）および成分（Ｂ２
）の合計量は１００重量％である。）を変性して得られる変性樹脂組成物として定義され
る。以下、各構成成分について説明する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　各モノマー由来の構成単位が上記範囲にあると、共重合体（Ｂ２）が前記ポリプロピレ
ン（Ｂ１）に相容し易くなるので、機械物性（柔軟性と強度のバランス）に優れ、結果と
して被着体への接着力に優れる。本発明の樹脂組成物およびホットメルト接着剤において
は、特に共重合体（Ｂ２）に占めるエチレン由来骨格の量が８．０モル％を下回らず、好
ましくは８．５モル％を下回らず、より好ましくは１０．０モル％を下回らないことがポ
リオレフィン系基材および金属への接着力に共に優れた効果を発現する重要な因子である
ことを本発明者らは見出している。なお、エチレンと炭素原子数４～２０のα-オレフィ
ンの含有量が上記範囲にあって、且つエチレン含量の方がα-オレフィン含量に比べて多
い場合は、後述する共重合体（Ｂ２）の製造の際に生産性が向上（具体的には、高い分子
量のものが得られる、触媒活性が高い等の特徴）する等の利点も存在する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明の樹脂組成物に係る共重合体（Ｂ２）は、示差走査熱量計（ＤＳＣ）により測定
した融点（Ｔｍ）が、１２０℃未満であるか、または融点が観測されない。なお、融点（
Ｔｍ）を決定する際のＤＳＣ測定条件は次の通りである；２３℃±２℃で７２時間以上の
状態調節を実施した後の試験体にて、－４０℃以下まで冷却してから昇温速度１０℃／ｍ
ｉｎで測定したときに得られた吸熱曲線を解析してＴｍを求めた。また融点が観測されな
いとは、－４０～＋２００℃の範囲において、結晶融解熱量が１Ｊ／ｇ以上の結晶融解ピ
ークが観測されないこととして定義される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明の樹脂組成物に係る共重合体（Ｂ２）は、上記特性に加えて、13Ｃ－ＮＭＲによ
り算出したアイソタクティックトライアッド分率（ｍｍ）が通常８５％以上、好ましくは
８８％以上である。ｍｍ値がこのような範囲にある共重合体（Ｂ２）は、ポリプロピレン
（Ｂ１）との相容性が良好になることに加え、共重合体（Ｂ２）の機械物性が良好となる
。なお、ｍｍ値がこのような範囲にない場合には、ポリプロピレン（Ｂ１）との相容性の
低下、および機械物性の低下に加え、ガラス転移温度（Ｔｇ）が高くなり、低温特性の低



(5) JP 2013-60521 A5 2014.4.10

下も発生する。なお、本発明に係る共重合体（Ｂ２）のｍｍ値は、国際公開番号２００４
／０８７７７５号パンフレットの２１頁７行目から２６頁６行目までに記載された方法で
求められる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　さらに、本発明の樹脂組成物に係る共重合体（Ｂ２）は、ゲルパーミエーションクロマ
トグラフィー（ＧＰＣ）によって測定された分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ、Ｍｗ：重量平均分
子量、Ｍｎ：数平均分子量、いずれもポリスチレン換算）が３．５以下、好ましくは３．
０以下である。Ｍｗ／Ｍｎがこのような範囲にあることは、材料のべた付きが少ないこと
を意味する。例えば、本発明の樹脂組成物やホットメルト接着剤を調製する際に、ホット
メルト接着剤の構成成分である共重合体（Ｂ２）や変性プロピレン系エラストマー（Ｂ）
の、高温環境下で使用した際のべた付きを抑えるので成形作業性の向上につながるので好
ましい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　３．樹脂組成物およびこれを含んでなるホットメルト接着剤
　本発明のホットメルト接着剤は、上記樹脂組成物を含んでなり、必要に応じて次の述べ
る粘着付与剤を配合することができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　ホットメルト接着剤組成物がこのような組成で形成されることによって、柔軟性、機械
物性、耐熱性、接着特性などの諸物性をバランスすることができる。
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